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特
集

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン
ププププププププププププププププププププププ

３８
ブ
ー
ム
車
が
主
力

高
所
作
業
性
が
改
善

プツマイスタープ
ツ
マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ャ

パ
ン
（
千
葉
県
富
里
市
、

岡
勇
樹
社
長
）
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ポ
ン
プ
車
は
、
都

市
部
で
多
い
高
強
度
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
大
量
圧
送
で

き
る
点
で
他
社
に
比
べ
優

位
性
を
持
つ
。
３８
ｍ
ブ
ー

ム
を
有
す
る
「
Ｂ
Ｓ
Ｆ
３８

―
５
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

２
」
を
昨
年
１０
月
に
日
本

市
場
向
け
に
投
入
し
た
ほ

か
、
３６
ｍ
、

３６

３２
ｍ
な
ど

３６

３２

３０

ｍ
ク
ラ
ス
の
ブ
ー
ム
を
有

す
る
ポ
ン
プ
車
の
ニ
ー
ズ

は
高
い
。
こ
の
ほ
か
に
も

高
圧
の
配
管
車
「
Ｂ
Ｓ
Ｆ

２
１
１
０
」、ウ
ル
ト
ラ
ロ

ン
グ
ブ
ー
ム
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ポ
ン
プ
車
「
Ｂ
Ｓ
Ｆ
４６

―
５
・
１６
Ｈ
」
な
ど
を
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
に
そ
ろ
え

る
。
さ
ら
に
、
サ
ー
ビ
ス

や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
っ

た
ソ
フ
ト
面
の
強
化
も

図
っ
て
い
る
。

同
社
の
３８
ｍ
ブ
ー
ム
車

は
重
量
規
制
を
伴
う
特
別

緩
和
を
受
け
ず
に
全
国
で

走
行
が
可
能
な
最
長
ブ
ー

ム
車
で
あ
る
。
最
大
吐
出

圧
は
８
・
５
Ｍ
ｐ
ａ
、
最

大
吐
出
量
は
１
６
０
逢
／

Ｈ
で
、
高
圧
ポ
ン
プ
車
の

ス
ペ
ッ
ク
を
維
持
し
て
い

る
。
ブ
ー
ム
は
５
段
ブ
ー

ム
で
、
１
ブ
ー
ム
当
た
り

の
長
さ
を
短
く
し
て
い

る
。
さ
ら
に
ヒ
ン
ジ
数
が

多
く
、
多
彩
な
打
設
姿
勢

が
と
れ
、
高
所
で
の
作
業

性
が
改
善
し
た
。
岡
社
長

は
人
気
の
理
由
に
つ
い
て

「
配
管
を
わ
ず
か
で
も
短

く
し
、
仕
事
を
早
く
終
わ

重量規制を受けない３８ｍブーム車

ＢＡＵＭＡ２０１９に出展した

ら
せ
る
こ
と
で
現
場
の
効

率
改
善
が
期
待
で
き
る
こ

と
が
背
景
に
あ
る
」
と
語

る
。ま

た
、
首
都
圏
を
は
じ

め
と
す
る
超
高
層
ビ
ル
の

生
コ
ン
打
設
は
、
超
高
圧

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン
プ
車

の
ニ
ー
ズ
も
高
い
。
海
外

で
は
ド
バ
イ
の
６
０
０
ｍ

超
の
超
高
層
ビ
ル
で
生
コ

ン
打
設
実
績
も
あ
る
同
社

で
は
、
日
本
向
け
に
は
配

管
車
「
Ｂ
Ｓ
Ｆ
２
１
１
０

―
Ｈ
Ｐ
」
を
売
り
出
し
て

い
る
。
吐
出
圧
が
２２
Ｍ
ｐ

ａ
、
吐
出
量
は
１
０
６
逢

／
Ｈ
と
高
性
能
で
あ
り
、

長
尺
ブ
ー
ム
車
が
主
力

シ
ャ
ー
シ
に
い
す
ゞ
、ス
カ
ニ
ア

ベトンテック

全国で納車実績が増えている

ベ
ト
ン
テ
ッ
ク
（
三
重

県
東
員
町
、
０
５
９
４
・

８６
・
０
８
５
８
、
長
谷
川

昌
弘
社
長
）
は
韓
国
の
大

手
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
Ｅ

Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
Ｉ
Ｇ
Ｍ
（
エ

ヴ
ァ
ダ
イ

ム
）社
の
コ

ン
ク
リ
ー

ト
ポ
ン
プ

車
の
日
本

販
売
代
理

店
で
あ
る
。

エ
ヴ
ァ
ダ

イ
ム
社
の

ポ
ン
プ
車

は
日
本
国

内
で
ニ
ー

ズ
の
高
い

長
尺
ブ
ー

ム
を
有
す
る
車
両
を
主
力

に
据
え
る
。
車
両
や
ポ
ン

プ
の
性
能
も
日
本
の
厳
し

い
規
制
に
合
致
し
、
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
の

圧
送
業
者
で
導
入
が
進
む
。

同
社
が
扱
う
ポ
ン
プ
車

は
２８
～
２８

４７
ｍ
ま
で
多
様

で
、
特
に
３０
Ｚ
Ｘ
と
い
う

３０
ｍ
ブ
ー
ム
車
、

３０

３６
Ｚ
Ｘ

と
い
う
３６
ｍ
ブ
ー
ム
車
が

主
力
で
あ
る
。
い
ず
れ
の

車
両
も
最
大
吐
出
量
は
１

５
０
逢
／
Ｈ
、
最
大
吐
出

圧
は
８
・
５
Ｍ
ｐ
ａ
と
高

ス
ペ
ッ
ク
で
、
両
車
種
と

も
手
ご
ろ
で
使
い
や
す
い

面
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

ブ
ー
ム
の
長
尺
化
が
最

近
の
ト
レ
ン
ド
だ
が
、
同

社
で
は
４７
ｍ
ブ
ー
ム
を
有

す
る
Ｅ
Ｃ
Ｐ
４７
Ｃ
Ｘ
―
５

を
開
発
し
て
い
る
。
５
段

ブ
ー
ム
を
備
え
、
長
距
離

圧
送
で
優
位
性
を
誇
る
。

建
築
現
場
を
中
心
に
ブ
ー

ム
の
長
い
車
両
ニ
ー
ズ
が

あ
り
、
今
後
の
主
力
車
と

位
置
付
け
る
。
ベ
ト
ン

テ
ッ
ク
の
系
列
会
社
の
中

央
建
設
を
は
じ
め
、
昨
年

末
に
は
福
井
や
山
形
の
圧

送
業
者
に
納
車
、
東
日
本

大
震
災
の
復
興
工
事
や
北

陸
新
幹
線
延
伸
工
事
な
ど

で
活
躍
し
て
い
る
。

同
車
は
開
発
か
ら
時
間

が
経
つ
が
、
道
路
交
通
法

上
の
重
量
規
制
の
問
題
が

あ
り
、走
行
で
き
る
区
間
・

時
間
に
制
約
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
運
輸
局
で
特
別

緩
和
の
認
可
を
受
け
、
現

在
は
大
半
の
道
路
で
走
行

が
可
能
と
な
っ
た
。

ま
た
、
中
央
集
中
電
気

ス
イ
ッ
チ
や
ア
ウ
ト
リ

ガ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
設

置
も
他
社
の
国
産
ポ
ン
プ

車
と
同
様
に
細
か
い
配
慮

が
行
き
渡
っ
て
い
る
。
排

出
ガ
ス
規
制
も
ク
リ
ア

し
、
日
本
の
ニ
ー
ズ
に
合

致
し
た
技
術
力
を
有
し
て

い
る
。

今
後
の
展
開
で
は
３７
ｍ

と
２６
ｍ
ブ
ー
ム
車
を
モ
デ

ル
チ
ェ
ン
ジ
し
、
新
機
種

と
し
て
今
年
後
半
か
ら
販

売
を
開
始
す
る
。
３７
ｍ

ブ
ー
ム
車
は
特
別
認
可
を

必
要
と
し
な
い
長
尺
ブ
ー

ム
車
で
、
長
谷
川
社
長
は

「
今
後
の
主
力
と
位
置
付

け
る
車
両
だ
。
シ
ャ
ー
シ

に
は
国
産
の
い
す
ゞ
と
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
カ
ニ
ア

を
使
用
す
る
」
と
話
す
。

同
社
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ポ
ン
プ
車
の
販
売
実
績
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
今

後
も
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
販
売
体
制
を
強
化
す

る
。
ま
た
、
高
強
度
コ
ン

ク
リ
ー
ト
や
高
流
動
コ
ン

ク
リ
ー
ト
と
い
っ
た
特
殊

コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
、
長

距
離
、
逆
打
ち
、
下
打
ち

な
ど
特
殊
な
施
工
条
件
で

の
実
績
も
増
え
て
い
る
。

ゼ
ネ
コ
ン
に
対
し
て
も
さ

ら
な
る
採
用
拡
大
に
向
け

た
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

過
去
最
高
の
売
上
高

首
都
圏
再
開
発
で
活
況

国
内
最
大
手
の
圧
送
業
者
の
ヤ
マ
コ
ン
（
山
形
市
、
佐
藤
隆
彦
社
長
）
は
、

首
都
圏
の
大
型
工
事
が
継
続
し
て
い
る
ほ
か
、
地
元
東
北
も
宮
城
や
福
島
の
仕

事
を
一
定
量
確
保
し
、
活
況
で
あ
る
。
一
方
、
少
子
高
齢
化
で
建
設
専
門
工
事

業
に
入
職
す
る
若
手
が
減
っ
て
い
る
が
、
社
内
の
待
遇
見
直
し
や
福
利
厚
生
に

重
点
を
置
き
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
る
。
佐
藤
社
長
に
現

状
と
社
内
の
体
制
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

圧
送
最
大
手
ヤ
マ
コ
ン
佐
藤
社
長
に
聞
く

―
―
現
況
か
ら
お
願
い

し
ま
す
。

「
２
０
１
９
年
３
月
決

算
で
当
社
の
売
上
高
は
前

期
比
ほ
ぼ
横
ば
い
の
４４
億

円
強
で
、
グ
ル
ー
プ
全
体

で
は
５０
億
円
程
度
に
な
り

そ
う
だ
。
こ
の
う
ち
、
圧

送
工
事
の
売
上
高
は
７
％

増
の
３８
億
円
と
過
去
最
高

の
売
上
高
だ
っ
た
」

「
売
上
高
が
伸
び
た
要

因
は
関
東
地
区
の
頑
張
り

が
反
映
さ
れ
た
。
関
東
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
工
事

で
新
国
立
競
技
場
を
は
じ

め
、
周
辺
各
地
で
ポ
ン
プ

圧
送
の
工
事
が
出
た
ほ

か
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東

京
本
館
な
ど
民
間
の
首
都

圏
再
開
発
で
当
社
が
絡
む

ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
と
思

う
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

関
連
工
事
は
今
年
度
上
期

で
ほ
ぼ
終
息
す
る
見
込
み

で
、
下
期
以
降
は
再
開
発

工
事
が
当
社
の
主
力
と
な

る
だ
ろ
う
」

「
一
方
、東
北
は
東
日
本

大
震
災
の
復
興
工
事
が
ほ

ぼ
メ
ド
が
つ
き
仕
事
と
し

て
は
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し

た
。
こ
れ
ま
で
売
上
高
で

仙
台
支
店
の
占
め
る
割
合

が
高
か
っ
た
が
、
現
在
は

福
島
支
店
の
占
め
る
割
合

が
伸
び
て
い
る
。
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
で
の
工

事
に
参
加
し
て
お
り
、
同

工
事
が
継
続
し
て
い
る
。

さ
ら
に
除
染
で
発
生
し
た

汚
染
土
を
仮
貯
蔵
す
る
中

間
処
理
施
設
工
事
が
あ

り
、
今
後
も
一
定
量
の
工

買い替えも計画的に実施

事
が
継
続
し
そ
う
だ
」

―
―
ポ
ン
プ
車
の
買
い

替
え
に
つ
い
て
は
。

「
東
日
本
大
震
災
以
降
、

コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
車
両
の

入
れ
替
え
を
進
め
て
き

た
。
例
年
、
１０
台
前
後
の

車
両
を
購
入
し
て
い
る
。

当
社
は
複
数
メ
ー
カ
ー
の

車
両
を
取
り
入
れ
、
１
社

依
存
を
弱
め
て
い
る
。
当

社
の
車
両
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

は
３
割
が
ロ
ン
グ
ブ
ー
ム

車
、
４
割
が
汎
用
機
、
３

割
が
ス
ク
イ
ー
ズ
式
や
小

型
ピ
ス
ト
ン
ポ
ン
プ
車
で

あ
る
。
現
在
は
平
均
車
歴

が
７
年
程
度
で
購
入
す
る

こ
と
を
目
標
に
計
画
的
に

進
め
て
い
る
」

省
力
化
工
法
を
追
求

東
北
で
の
導
入
も
計
画

デ
ィ
ス
ト
リ

ビ
ュ
ー
タ
ー

「
こ
の
う
ち
、
ロ
ン
グ

ブ
ー
ム
車
で
は
ブ
ー
ム
の

長
さ
で
は
国
内
最
大
級
の

プ
ツ
マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ャ
パ

ン
の
『
Ｂ
Ｓ
Ｆ
４６
―
５
・

１６
Ｈ
Ｚ
』
を
昨
夏
納
車
し

た
ほ
か
、
エ
ヴ
ァ
ダ
イ
ム

の『
Ｅ
Ｃ
Ｐ
４７
Ｃ
Ｘ
―
５
』

を
昨
年
末
に
納
車
し
た
」

―
―
デ
ィ
ス
ト
リ

ビ
ュ
ー
タ
ー
の
活
用
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

「
当
社
は
デ
ィ
ス
ト
リ

ビ
ュ
ー
タ
ー
を
８
基
保
有

し
、
効
率
的
な
打
設
が
で

き
る
現
場
へ
導
入
し
て
い

る
。
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

タ
ー
は
現
場
で
独
立
支
柱

に
ブ
ー
ム
を
取
り
付
け

て
、
ブ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
生

コ
ン
を
打
設
す
る
。
ド
イ

ツ
か
ら
輸
入
し
た
自
立
昇

降
が
可
能
な
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
式
を
導
入
し
た
こ
と

で
、
行
程
管
理
や
省
力
化

を
求
め
る
超
高
層
の
建
築

現
場
で
効
果
を
発
揮
す
る

が
、
浄
水
場
や
下
水
処
理

場
な
ど
土
木
工
事
で
も
活

用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

首
都
圏
で
の
使
用
が
多
い

が
、
東
北
で
も
仙
台
を
中

心
に
導
入
を
計
画
中
で
あ

る
」対

外
評
価
も
ア
ッ
プ

―
―
昨
年
は
外
国
人
実

習
生
の
活
用
で
表
彰
を
受

け
る
な
ど
、
対
外
的
な
評

価
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

「
当
社
は
昨
年
３
月
に

国
土
交
通
省
の
優
秀
外
国

人
建
設
就
労
者
表
彰
式
で

関
東
支
店
に
所
属
す
る
ベ

ト
ナ
ム
人
が
受
賞
し
た
。

こ
の
効
果
も
あ
り
、
法
務

省
出
入
国
在
留
管
理
庁
が

都
道
府
県
別
の
説
明
会
で

配
布
す
る
『
新
た
な
外
国

人
材
の
受
入
れ
に
つ
い

て
』
資
料
の
中
で
先
進
的

な
受
け
入
れ
企
業
の
取
組

み
例
と
し
て
当
社
を
取
り

上
げ
た
。
こ
こ
に
も
記
載

さ
れ
て
い
る
が
、
当
社
の

取
組
み
と
し
て
日
本
人
の

技
能
者
と
同
様
の
待
遇
と

し
て
い
る
ほ
か
、
日
本
滞

在
の
前
後
を
含
め
た
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
や
資
格
取
得
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
給
な
ど
を

示
す
こ
と
で
、
実
習
生
の

技
能
習
得
や
資
格
取
得
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
に

つ
な
が
っ
て
い
る
点
な
ど

が
評
価
さ
れ
た
」

「
ま
た
、地
元
山
形
で
は

昨
年
末
に
経
済
産
業
省
か

ら『
地
域
未
来
牽
引
企
業
』

に
選
出
さ
れ
た
。
地
域
未

来
牽
引
企
業
と
は
地
域
の

特
性
を
生
か
し
て
高
い
付

加
価
値
を
創
出
し
、
経
済

波
及
効
果
で
地
域
の
経
済

成
長
を
さ
ら
に
積
極
的
に

展
開
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
企
業
で
あ
る
。
当
社

で
は
社
員
の
健
康
増
進
・

働
き
や
す
い
環
境
整
備
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
、
地
域
社
会
の
振
興
・

発
展
に
向
け
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活

動
に
努
め
て
い
く
」

新
３
Ｋ
を
提
唱

「
そ
の
一
つ
と
し
て
、建

設
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
を
変

え
る
た
め
、『
新
３
Ｋ
』
運

動
を
開
始
し
た
。
東
北
芸

術
工
科
大
学
の
学
生
の
提

案
を
も
と
に
、『
結
構
、
か

な
り
、
カ
ッ
コ
イ
イ
』
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
作
成
し
た
。
こ
の
フ

レ
ー
ズ
は
建
設
業
界
が
抱

え
る
３
Ｋ
イ
メ
ー
ジ
を
発

想
転
換
し
、
そ
の
も
と
と

な
る
の
が
『
汚
さ
で
は
な

く
男
ら
し
さ
、
危
険
性
に

必
要
な
の
は
知
識
や
技
術

力
、
き
つ
さ
に
必
要
な
の

は
チ
ー
ム
力
』
か
ら
き
て

い
る
。
昨
年
、
社
内
に
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委
員
会
を

設
置
し
、
広
告
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

な
ど
新
３
Ｋ
を
伝
え
る
方

法
と
し
て
『
Ｎ
Ｅ
Ｏ
』
と

新
３
Ｋ
を
組
み
合
わ
せ
た

ロ
ゴ
を
製
作
し
た
」

安
全
環
境
部
を
設
置

―
―
健
康
増
進
と
い
う

点
で
は
昨
年
、
経
済
産
業

省
と
日
本
健
康
会
議
が
運

営
す
る
『
健
康
経
営
優
良

法
人
認
定
制
度
』
の
中
小

規
模
法
人
部
門
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

「
当
社
で
は
東
日
本
大

震
災
以
降
、
事
業
継
続
計

画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を
整
え
、

企
業
理
念
に
基
づ
き
社
員

を
守
る
こ
と
を
重
点
に
掲

げ
て
い
る
。
国
土
強
靭
化

貢
献
団
体
認
証
（
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
認
証
）
を
昨
年
取

得
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｃ
Ｓ

Ｒ
活
動
の
一
環
で
安
全
衛

生
の
取
り
組
み
に
も
重
点

を
置
き
、
健
康
経
営
優
良

法
人
２
０
１
９
認
証
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
こ
の
認
証
を
取
得
し

よ
う
と
し
た
き
っ
か
け
は

１６
年
に
遡
る
。
こ
の
年
に

当
社
の
あ
る
営
業
所
で
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
集
団
感

染
し
、
一
時
的
に
営
業
所

が
閉
鎖
し
か
け
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
年
度
末
が
近
づ

く
な
か
、
施
工
に
携
わ
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は

当
社
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス

に
な
る
だ
け
で
な
く
、
作

業
工
程
が
ス
ト
ッ
プ
す
る

こ
と
で
他
の
建
設
業
者
全

体
に
影
響
が
出
る
。
そ
こ

で
、
社
内
に
『
安
全
環
境

部
』
を
設
置
し
、
専
任
の

部
長
も
配
置
し
、
安
全
衛

生
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

見
直
し
を
図
っ
た
」

―
―
具
体
的
な
取
り
組

み
は
。

「
ま
ず
、以
前
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
だ
が
、

日
常
点
検
・
毎
月
点
検
の

強
化
を
図
っ
た
ほ
か
、
当

社
が
携
わ
る
現
場
の
自
主

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

に
踏
み
切
っ
た
。
各
事
業

所
で
は
毎
月
災
害
防
止
協

議
会
を
開
き
、
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
の
報
告
や
災
害
事

例
を
も
と
に
会
議
を
開
い

て
い
る
」

「
さ
ら
に
、会
社
の
健
全

な
成
長
を
支
え
る
経
営
基

盤
は
社
員
に
あ
る
と
考

え
、
生
活
習
慣
改
善
や
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、
喫

煙
対
策
に
も
取
り
組
む
。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
全

社
員
を
対
象
に
実
施
し
て

い
る
ほ
か
、
定
期
健
康
診

断
も
毎
年
行
い
、
再
検
査

対
象
者
は
平
日
の
業
務
時

間
内
に
受
診
で
き
る
よ
う

に
し
た
。
先
ほ
ど
触
れ
た

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
で

は
予
防
接
種
を
全
額
社
費

で
実
施
し
て
い
る
。
本
社

で
は
１０
～
１０

１１
月
に
か
け
て

産
業
医
が
３
回
訪
問
し
、

予
防
接
種
を
行
っ
た
。
本

社
以
外
で
勤
務
す
る
職
員

は
勤
務
時
間
内
に
か
か
り

つ
け
の
病
院
で
実
施
し

た
。
体
質
的
に
接
種
で
き

な
い
社
員
を
除
き
、
全
員

に
接
種
し
て
お
り
、
今
冬

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
症

者
ゼ
ロ
を
達
成
し
た
」

「
こ
れ
か
ら
の
季
節
は

熱
中
症
対
策
が
課
題
に
な

る
が
、
現
場
で
働
く
職
員

に
は
空
調
服
や
冷
却
用
す

だ
れ
、
遮
熱
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
支
給
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
全
社
員
を
対
象
に
経

口
補
水
液
や
塩
あ
め
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を
支
給
し

て
い
る
」

―
―
こ
の
ほ
か
の
安
全

面
の
取
り
組
み
は
。

「
当
社
が
保
有
す
る
車

両
全
車
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
対
応
の

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を

設
置
し
た
。
危
険
行
為
の

デ
ー
タ
も
集
め
て
、
安
全

環
境
部
で
検
証
し
て
い

る
。
危
険
行
為
や
事
故
の

予
防
に
つ
な
げ
て
い
く
方

針
だ
」

ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
幅
も
小
ス

ペ
ー
ス
で
、
狭
い
空
間
で

素
早
く
簡
単
に
設
置
で
き

る
。特

殊
車
両
で
は
４６
ｍ

ブ
ー
ム
を
有
す
る
ウ
ル
ト

ラ
ロ
ン
グ
ブ
ー
ム
コ
ン
ク

リ
ー
ト
車
「
Ｂ
Ｓ
Ｆ
４６
―

５
・
１６
Ｈ
」
を
昨
年
７
月

に
国
内
の
ポ
ン
プ
業
者
に

導
入
し
た
。
重
量
規
制
を

ク
リ
ア
す
る
た
め
、
素
材

の
軽
量
化
を
図
っ
た
ほ

か
、
運
輸
局
で
特
別
緩
和

を
受
け
、
大
半
の
幹
線
道

路
が
通
行
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

特
殊
な
車
両
の
た
め
、
供

給
・
稼
働
台
数
と
も
限
定

的
で
あ
る
。

今
後
の
業
界
の
見
通
し

に
つ
い
て
岡
社
長
は
「
中

長
期
的
に
は
新
設
工
事
か

ら
維
持
・
補
修
工
事
へ
の

シ
フ
ト
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

化
な
ど
事
業
環
境
の
変
化

が
見
込
ま
れ
る
」
と
指
摘

す
る
。
こ
う
し
た
中
、
難

易
度
が
高
く
、
高
度
な
圧

送
技
術
が
必
要
な
施
工
が

増
え
る
と
見
込
み
、
メ
ー

カ
ー
と
し
て
商
品
・
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
面
で
の
貢
献
を

ね
ら
う
。
そ
し
て
、
日
本

市
場
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
を
強
化
し
、
日
本
国
内

の
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

い
く
。「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ

ン
プ
で
も
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
実
装
や
運
用
を
通
じ
、

熟
練
の
技
能
士
不
足
や
生

産
性
向
上
と
い
っ
た
課
題

の
解
決
を
進
め
た
い
」（
岡

社
長
）
と
見
通
す
。

こ
の
一
つ
の
方
針
と
し

て
、今
年
４
月
に
ド
イ
ツ
・

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
開
催
さ
れ

た
世
界
最
大
の
建
機
展
示

会
「
Ｂ
Ａ
Ｕ
Ｍ
Ａ
２
０
１

９
」
で
同
社
親
会
社
に
あ

た
る
プ
ツ
マ
イ
ス
タ
ー
で

は
「
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ
（
安

全
）」「
Ｅ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｉ
ｅ

ｎ
ｃ
ｙ
（
効
率
性
）」「
Ｓ

ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
（
サ
ー
ビ

ス
）」「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ

ｉ
ｖ
ｉ
ｔ
ｙ
（
コ
ネ
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
）」「
Ｈ
ｕ
ｍ

ａ
ｎ
Ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｆ
ａ
ｃ
ｅ

（
機
械
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
）」

の
５
点
の
バ
リ
ュ
ー
を
提

言
し
た
。
こ
れ
ら
を
重
要

な
価
値
と
し
て
グ
ル
ー
プ

各
社
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

で
展
開
す
る
。
特
に
、「
Ｃ

ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ｉ
ｔ

ｙ
（
コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
）」「
Ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
Ｍ

ａ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ
Ｉ
ｎ
ｔ

ｅ
ｒ
ｆ
ａ
ｃ
ｅ
（
ユ
ー

ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー

ス
）」は
新
機
軸
の
発
想
で

あ
る
。
ポ
ン
プ
車
の
性
能

と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
だ
け

で
な
く
、
機
械
と
人
の
融

合
を
促
し
、
顧
客
に
対
し

高
い
施
工
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
の
実
現
を
目
指
し
て
い

く
。

強
靭
で
軽
量
ポ
ン
プ
車

メ
ン
テ
体
制
も
全
国
に
構
築

赤城産業ポ
ン
プ
車
と
ポ
ン
プ
車

部
品
を
扱
う
赤
城
産
業

（
前
橋
市
、
０
２
７
・
２

５
２
・
６
６
８
５
、
里
見

和
夫
社
長
）
は
、
韓
国
で

製
造
し
た
ポ
ン
プ
車
の
輸

入
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

北
海
道
・
関
東
・
北
陸
・

九
州
地
区
を
中
心
に
全
国

で
導
入
が
進
ん
で
い
る
。

販
売
か
ら
５
年
以
上
経
つ

が
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も

な
く
、
施
工
現
場
で
の
認

知
度
も
上
が
っ
て
い
る
。

今
後
は
西
日
本
で
の
販
売

に
も
力
を
入
れ
る
。

販
売
す
る
ポ
ン
プ
車
は

同
社
と
韓
国
メ
ー
カ
ー
が

首都圏中心に認知度が上がっている

共
同
開
発
し
た
車
両
で
、

日
本
向
け
に
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
さ
れ
て
お
り
、
特
殊
な

操
作
を
必
要
と
し
な
い
特

徴
が
あ
る
。
車
両
は
基
本

的
に
国
産
ト
ラ
ッ
ク
を
使

用
し
、
車
両
を
韓
国
に
輸

出
、
メ
ー
カ
ー
の
工
場
で

ポ
ン
プ
や
鋼
板
な
ど
を
架

装
し
て
日
本
に
輸
入
す

る
。
同
社
の
経
営
に
も
携

わ
り
、
群
馬
圧
送
社
長
を

務
め
る
里
見
俊
介
氏
は

「
元
々
は
強
靭
で
軽
量
化

す
る
こ
と
を
目
的
に
共
同

開
発
を
進
め
て
き
た
。
車

両
は
運
転
し
や
す
い
国
産

車
を
ベ
ー
ス
に
し
、
要
の

ポ
ン
プ
部
分
を
韓
国
メ
ー

カ
ー
に
依
頼
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
後
、
導
入
か

ら
５
年
以
上
経
つ
が
、
細

か
い
と
こ
ろ
の
改
良
も
進

ん
で
お
り
、
首
都
圏
を
中

心
に
認
知
度
は
上
が
っ
て

い
る
」
と
車
両
開
発
の
コ

ン
セ
プ
ト
に
自
信
を
示
す
。

同
社
の
ポ
ン
プ
車
は
現

在
、
１８
ｍ
、

１８

２０
ｍ
、

１８

２０

２２
ｍ
、

２６
ｍ
、

２６

３４
ｍ
、

２６

３４

３８
ｍ
、

２６

３４

３８

４０

ｍ
の
ブ
ー
ム
を
有
す
る
車

両
を
開
発
し
て
い
る
。
主

力
は
２２
ｍ
、

２２

２６
ｍ
ク
ラ
ス

だ
が
、「
ミ
ニ
ポ
ン
プ
に
近

い
１８
ｍ
車
や
ス
ー
パ
ー
ロ

ン
グ
と
呼
ば
れ
る
３８
ｍ
車

ま
で
特
徴
を
活
か
し
な
が

ら
納
車
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

多
い
」（
里
見
氏
）と
い
う
。

全
て
の
車
両
に
同
社
の
特

徴
で
あ
る
Ｆ
Ｆ
Ｈ
（
フ

リ
ー
フ
ロ
ー
油
圧
シ
ス
テ

ム
）
を
導
入
し
、
ス
ム
ー

ズ
な
ポ
ン
ピ
ン
グ
が
で
き

る
。
最
長
ブ
ー
ム
を
誇
る

３８
ｍ
ブ
ー
ム
車
「
Ｈ
Ｃ
Ｐ

５
Ｚ
３８
」
は
最
大
吐
出
量

が
１
５
０
逢
／
Ｈ
と
他
の

国
産
メ
ー
カ
ー
の
車
両
を

上
回
る
吐
出
力
を
持
つ
。

外
国
製
ポ
ン
プ
車
の
場

合
、
故
障
し
た
時
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
課
題
と
の
指

摘
も
あ
る
が
、
里
見
氏
は

「
全
国
に
修
理
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
る

ほ
か
、
特
殊
な
部
品
も
韓

国
か
ら
数
日
で
届
く
た

め
、
大
き
な
問
題
に
は
な

ら
な
い
」と
語
る
。
ま
た
、

特
殊
な
部
品
を
極
力
減
ら

し
、
あ
る
程
度
は
ユ
ー

ザ
ー
自
身
で
修
理
す
る
こ

と
も
可
能
に
し
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
他
社
メ
ー

カ
ー
の
ポ
ン
プ
車
は
消
耗

品
の
価
格
が
高
く
、
さ
ら

に
自
身
で
修
理
が
で
き
な

い
と
い
っ
た
課
題
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら

は
圧
送
業
の
業
績
が
良
く

な
ら
な
い
と
い
け
な
い
時

代
で
、
当
社
の
車
両
は
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
下
げ

る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て

い
る
」（
同
）。
こ
れ
ま
で

の
常
識
を
覆
す
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
体
制
の
構
築
も
目
指

し
て
お
り
、
ユ
ー
ザ
ー
へ

の
理
解
を
求
め
な
が
ら
販

売
実
績
を
伸
ば
し
て
い

く
。

産
廃
問
題
を
解
消

残
コ
ン
発
生
量
ゼ
ロ
に

川端工業川
端
工
業
（
福
井
市
、

０
７
７
６
・
５９
・
２
３
３

６
、
中
村
光
宏
社
長
）
は

圧
送
商
材
の
開
発
、
販
売

を
行
っ
て
い
る
。
特
に
残

コ
ン
対
策
に
重
点
を
置

き
、
先
行
モ
ル
タ
ル
に
代

わ
る
先
行
材
「
モ
レ
ス

テ
」、
残
コ
ン
処
理
剤
「
残

コ
ン
バ
ス
タ
ー
」
の
販
売

用
で
き
る
。

残
コ
ン
バ
ス
タ
ー
は
圧

送
作
業
終
了
時
に
ホ
ッ

パ
ー
に
粉
体
の
残
コ
ン
バ

ス
タ
ー
を
投
入
し
て
攪
拌

す
る
だ
け
で
残
コ
ン
を

砂
・
砂
利
状
態
に
す
る
処

理
剤
で
あ
る
。
簡
単
に
処

理
す
る
こ
と
が
で
き
、
リ

サ
イ
ク
ル
材
と
し
て
現
場

内
の
敷
き
均
し
材
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
も
可
能

だ
。
ま
た
、
工
事
開
始
時

に
使
用
し
た
モ
レ
ス
テ
も

一
緒
に
攪
拌
す
る
こ
と
で

処
理
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
圧
送
業
者
と
し
て

は
残
コ
ン
を
運
送
し
な
い

た
め
、
産
業
廃
棄
物
を
適

正
に
処
理
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
。
中
村
社
長
は

「『
残
コ
ン
が
現
場
か
ら

発
生
し
な
い
』
が
売
り
の

商
材
。
当
社
の
現
場
で
は

す
で
に
標
準
に
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
他
の
圧
送
業
者

も
利
用
す
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
る
」
と
話
す
。

毎
月
の
販
売
実
績
は
川

端
工
業
で
使
用
す
る
の
を

除
い
て
、
モ
レ
ス
テ
が
約

１
亅
の
出
荷
、
残
コ
ン
バ

ス
タ
ー
が
６
０
０
０
袋
と

い
う
。
中
村
社
長
は
「
当

社
で
は
モ
レ
ス
テ
を
毎
月

４
亅
、
残
コ
ン
バ
ス
タ
ー

を
４
０
０
袋
使
用
す
る
。

当
社
の
圧
送
基
本
料
金
に

こ
れ
ら
の
商
材
を
組
み
入

れ
て
お
り
、
残
コ
ン
を
出

さ
な
い
の
を
売
り
に
し
て

い
る
」
と
話
し
、
最
近
は

生
コ
ン
業
者
か
ら
紹
介
さ

れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い

る
。
残
コ
ン
が
発
生
し
な

い
と
い
う
こ
と
自
体
が
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
る
と
見

込
ん
で
い
る
。

両
商
材
の
作
業
風
景
は

動
画
サ
イ
ト
「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
」
で
も
確
認
で
き

る
。
販
売
は
工
具
通
販
用

サ
イ
ト
「
モ
ノ
タ
ロ
ウ
」

を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
。

を
強
化
し
て
い
る
。
い
ず

れ
も
廃
棄
物
処
理
で
頭
を

悩
ま
し
て
い
た
が
、
併
せ

て
使
用
す
る
こ
と
で
残
コ

ン
発
生
量
が
ゼ
ロ
に
な

る
。モ

レ
ス
テ
は
現
場
で
水

と
粉
体
の
モ
レ
ス
テ
を
混

合
し
、
配
管
に
流
す
だ
け

で
先
行
モ
ル
タ
ル
材
と
同

等
の
機
能
を
有
す
る
。
モ

レ
ス
テ
自
体
に
は
ピ
ン
ク

の
着
色
を
施
し
て
お
り
、

配
管
を
通
過
し
た
モ
レ
ス

テ
が
正
常
な
生
コ
ン
の
色

に
変
わ
る
ま
で
廃
棄
す
る

だ
け
。
ピ
ス
ト
ン
式
ブ
ー

ム
車
（
１６
～
１６

３８
ｍ
）
で
モ

レ
ス
テ
１０
茜
と
水
６
茜
を

混
ぜ
合
わ
せ
る
だ
け
で
使

残コンを砂にする処理剤が好評
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